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催馬楽成立研究の可能性

催
馬
楽
と
は
、
平
安
時
代
に
隆
盛
し
た
宮
廷
歌
謡
で
、
雅
楽
の
謡
物
の

一
つ
で
あ
る
。
文
献
に
「
催
馬
楽
（
歌
）
」
の
語
が
表
れ
た
の
は
「
日
本

（
１
）

一
二
代
実
録
』
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
一
○
月
一
一
一
一
一
日
の
記
録
が
最
初
で
あ

る
。
尚
侍
従
三
位
広
井
女
王
の
蕊
去
の
記
事
で
、
「
歌
を
能
く
す
る
を
以

て
称
せ
ら
れ
、
特
に
催
馬
楽
歌
を
善
く
す
」
と
あ
る
。
こ
の
と
き
広
井
女

王
は
「
八
十
有
余
」
で
あ
り
、
彼
女
に
就
い
て
催
馬
楽
を
習
う
「
少
年
」

や
「
好
事
者
」
が
多
く
い
た
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
催
馬
楽
の
塵
１
は
さ

ら
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
盛
行
時
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
古
楽
譜
等
に

よ
っ
て
存
在
の
確
か
な
も
の
で
、
呂
歌
三
六
曲
、
律
歌
二
五
曲
。
た
だ
し

現
行
で
は
数
曲
が
再
興
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
も
な
お
、
催
馬
楽
の
成
立
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
姿
に

つ
い
て
は
未
解
明
な
点
が
多
く
、
そ
の
た
め
催
馬
楽
に
対
す
る
理
解
に
つ

〈
論
文
〉

催
馬
楽
成
立
研
究
の
可
能
性

は
じ
め
に

「
二
重
の
同
音
性
」
を
手
が
か
り
に
Ｉ

も
し
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
記
述
を
信
じ
る
と
す
れ
ば
、
催
馬
楽
は

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
の
典
拠
資
料
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
七
世
紀
後
半
と
言
え
ば
、
「
万
葉
集
」
の
八
世
紀
後
半
（
『
日
本
国

語
大
辞
典
」
の
用
例
に
拠
る
）
、
「
古
事
記
」
の
七
一
二
年
（
同
）
を
も
遡

る
。
つ
ま
り
、
催
馬
楽
は
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
に
お
い
て
、
事
実
上
最

古
の
用
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
て
は
、
混
乱
や
誤
解
も
生
じ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
「
老
鼠
（
お
い
ね
ず
み
）
」
の
項
を
引

い
て
み
よ
う
（
傍
線
筆
者
）
。

お
い
ｌ
ね
ず
み
【
老
鼠
】
〔
名
〕
年
を
経
た
ネ
ズ
ミ
。
＊
催
馬
楽
〔
７

Ｃ
後
～
８
Ｃ
〕
老
鼠
「
西
寺
の
於
以
禰
須
美
（
オ
イ
ネ
ズ
ミ
）
若

鼠
御
裳
喰
Ｓ
）
む
つ
袈
裟
喰
む
つ
袈
裟
喰
む
つ
法
師
に
申
さ

（
２
）

む
師
に
申
せ
」
（
後
略
）

本
塚
亘
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「
新
し
き
年
の
始
め
に
か
く
し
こ
そ
仕
え
ま
つ
ら
め
万
代
ま
で
に
」
と
、

六
位
以
下
の
者
た
ち
が
琴
を
弾
い
て
歌
っ
た
こ
の
歌
が
、
お
そ
ら
く
呂
歌

（
５
）

〈
新
年
》
の
原
型
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
次
に
早
い
用
例
は
「
万
葉
集
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
万
葉
集
」
巻

「
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
、
な
ぜ
催
馬
楽
を
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀

と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
は
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
次

の
記
事
を
参
考
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
四
年
（
六
七
五
）
二
月
九
日
条
に
「
大
和
、

河
内
、
摂
津
、
山
背
、
播
磨
、
淡
路
、
丹
波
、
但
馬
、
近
江
、
若
狭
、
伊

勢
、
美
濃
、
尾
張
等
の
国
に
勅
し
て
日
は
く
、
「
所
部
之
百
姓
の
能
く
歌

（
３
）

ふ
男
女
と
像
儒
・
伎
人
を
選
ひ
て
貢
上
れ
」
と
の
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
こ

の
記
事
は
在
来
系
歌
舞
の
原
型
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
が
後
の
時
代
、
大
嘗
会
の
際
に
悠
紀
国
主
基
国
と
し
て
卜
定
さ
れ

る
国
々
と
共
通
し
て
い
る
。
大
嘗
会
で
歌
わ
れ
る
悠
紀
主
基
の
風
俗
歌
に

は
、
催
馬
楽
と
歌
詞
を
同
じ
く
す
る
風
俗
歌
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
は
、
・
催
馬
楽
の
成
立
を
七
世
紀
か
ら
八
世

紀
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
幾
分
早
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

催
馬
楽
の
詞
章
の
典
拠
と
し
て
初
出
の
も
の
は
、
「
続
日
本
紀
』
天
平

一
四
年
（
七
四
二
）
正
月
一
六
日
の
記
事
で
あ
る
。

天
皇
大
安
殿
に
御
し
ま
し
て
群
臣
を
宴
す
。
酒
酎
に
し
て
五
節
の
田

舞
を
奏
る
。
詑
り
て
更
に
、
少
年
・
童
女
を
し
て
踏
歌
せ
し
む
。
（
中

略
）
六
位
以
下
人
等
、
琴
鼓
き
て
、
歌
ひ
て
日
は
く
「
新
年
始
迩

（
４
）

何
久
志
社
供
奉
良
米
万
代
摩
提
丹
」

十
一
一
一
、
一
一
一
一
五
四
番
歌
、
「
い
で
我
駒
は
や
く
行
き
こ
そ
真
土
山
待
つ
ら

（
６
）

む
妹
を
行
き
て
早
見
む
」
は
、
〈
我
駒
〉
の
詞
章
と
「
行
き
こ
せ
」
「
待
つ

ら
む
人
」
以
外
、
噺
詞
や
反
復
を
除
き
、
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
〈
我
駒
〉

と
〈
催
馬
楽
〉
（
さ
い
ば
ら
く
）
と
い
う
名
の
黄
鐘
調
唐
楽
曲
と
の
関
係

性
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
〈
我
駒
〉
の
旋
律
を
特
定
で
き
る
楽
譜
が
現
存

せ
ず
、
音
楽
的
関
係
の
解
明
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
催
馬
楽
詞
章
の
典
拠
を
拾
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
え

ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
と
い
う
期
間
を

特
定
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
詞
章
は
、
あ
く
ま
で
も
「
詞
章
」

に
す
ぎ
ず
、
八
世
紀
以
前
の
関
連
す
る
詞
章
に
つ
い
て
は
、
ど
れ
も
「
催

馬
楽
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
べ
く
、
催
馬
楽
成
立
の
解
明
に

有
効
な
カ
ギ
と
な
り
う
る
の
が
、
催
馬
楽
に
お
け
る
「
同
音
」
と
い
う
概

念
で
あ
る
。

「
同
音
」
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
あ
る
曲
と
あ
る
曲
の
旋
律
が
、
あ

る
程
度
一
致
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
大
変
暖
昧
な
言
い
方
だ
が
、
こ
の

暖
昧
な
、
「
あ
る
程
度
」
の
部
分
を
客
観
的
な
基
準
に
よ
っ
て
定
義
し
た

こ
と
が
、
私
の
修
士
論
文
の
中
心
課
題
で
あ
っ
た
。
雅
楽
琵
琶
譜
「
三
五

要
録
」
の
旋
律
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
こ
か
ら
が
「
同
じ
」
と

言
え
て
、
ど
う
で
あ
れ
ば
「
違
う
」
の
か
、
そ
の
基
準
を
提
起
し
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
催
馬
楽
に
お
い
て
、
「
同
音
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
大
き
く

（
７
）

一
一
つ
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
同
二
日
」
と
、
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の

同
音
」
と
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
．
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン

（
８
）

は
、
こ
れ
を
「
一
一
重
の
同
音
性
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
「
一
一
重
の
同
音
」

1２
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催馬楽成立研究の可能性

具
体
例
で
説
明
し
よ
う
。
以
下
は
、
院
政
期
の
説
話
集
「
古
今
著
聞
集
」

巻
第
六
、
管
絃
歌
舞
第
七
の
、
「
大
宮
右
府
俊
家
の
唱
歌
に
多
政
方
舞
を

〈
ｍ
）

仕
る
事
」
の
記
事
で
あ
る
（
番
号
・
括
弧
等
は
私
に
付
し
た
）
。

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
例
と
と
も
に
説
明
し
て
い
き
な
が
ら
、
今
後

の
催
馬
楽
成
立
研
究
を
進
め
る
上
で
の
鍵
と
な
る
、
い
く
つ
か
の
仮
説
を

提
示
し
て
い
く
。

ま
ず
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
同
音
」
か
ら
説
明
し
た
い
。
定
義
は
以

下
の
通
り
。

曲
を
数
反
う
た
は
れ
け
る
に
、

鮒
吟
抄
ニ
ハ
堀
河
右
府
頼
宗
也
云
々
（
り

い
づ
れ
の
比
の
事
に
か
、
大
宮
右
大
臣
殿
上
人
の
時
、
南
殿
の
さ

く
ら
ざ
か
り
な
る
こ
ろ
、
う
へ
ぶ
し
よ
り
、
い
ま
だ
装
束
も
あ
ら
た

め
ず
し
て
、
御
階
の
も
と
に
て
、
ひ
と
り
花
を
な
が
め
ら
れ
け
り
。

か
す
み
わ
た
れ
る
大
内
山
の
春
の
曙
の
、
よ
に
し
ら
ず
心
す
み
け
れ

唐
楽
・
高
麗
楽
と
催
馬
楽
と
の
、
曲
と
曲
の
間
で
、
曲
の
構
成
や

（
９
）

旋
律
構
造
が
、
移
調
を
伴
い
な
が
ら
一
致
し
て
い
る
こ
と
。

ば
、
高
欄
に
よ
り
か
国
り
て
、
扇
を
拍
子
に
打
て
、

が
、
歌
の
声
を
き
Ｎ
て
、
花
の
も
と
に
す
薗
み
い
で
、
、
②
〈
地
久
〉

の
破
を
つ
か
う
ま
つ
り
た
り
け
り
。
花
田
の
狩
衣
袴
を
ぞ
き
た
り
け

一
一
唐
楽
。
｜
員
麗
楽
と
の
同
音

扇
を
拍
子
に
打
て
、
①
〈
桜
人
〉
の

多
政
方
が
陣
直
つ
と
め
て
候
ひ
け
る

早
朝
、
ま
ず
藤
原
俊
家
が
、
南
殿
の
満
開
の
桜
に
感
動
し
、
扇
を
笏
拍

子
代
わ
り
に
し
、
①
催
馬
楽
の
〈
桜
人
〉
を
歌
う
こ
と
数
反
。
す
る
と
、

〈
桜
人
〉
の
歌
を
聞
い
た
多
政
方
は
、
桜
の
木
の
下
に
進
み
出
て
、
そ
の

旋
律
に
合
わ
せ
て
、
高
麗
楽
の
舞
楽
曲
で
あ
る
②
〈
地
久
〉
破
の
舞
を
舞
っ

た
。
鋒
が
終
わ
っ
て
、
再
び
俊
家
が
、
③
同
じ
く
催
馬
楽
の
〈
蓑
山
〉
を

歌
う
と
、
政
方
は
、
そ
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
④
〈
地
久
〉
急
の
舞
を
舞
っ

た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
催
馬
楽
の
歌
の
旋
律
に
合
わ
せ
て
、
高
麗
楽
の
舞
を
舞
う
事

が
出
来
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
二
曲
の
旋
律
が
一
致
し
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

旋
律
が
ど
れ
く
ら
い
一
致
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
五
線
譜
に

催
馬
楽
を
歌
っ
た
の
は
大
宮
右
大
臣
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
三
、

高
麗
楽
の
舞
を
舞
っ
た
の
が
、
陣
直
を
つ
と
め
た
多
政
方
（
～
一
○
四
五
）

（
肥
）

で
あ
る
。

③
〈
蓑
山
》
（
呂
歌

を
う
た
は
れ
け
れ
ば
、
政
方
又
立
帰
て
④
同
じ
急
を
舞
け
る
。
お
は

り
に
花
の
し
た
枝
折
て
の
ち
、
お
ど
り
て
ふ
る
ま
ひ
た
り
け
る
事
也
。

こ
の
事
、
い
づ
れ
の
日
記
に
み
え
た
り
と
は
し
ら
ね
ど
も
、
古
人
申

伝
て
侍
り
。

る
。
舞
は
て
園
入
り
け
る
時
、
〈
桜
人
〉
を
あ
ら
た
め
て
③
〈
蓑
山
〉

惟
塵
悶
灼
采
〈
＋
雛
｝
原
侮
垣
家
）
’
｛
局
鵜
爾
来
の
』
鐸
（
劣

④
〈
地
久
〉
急
（
高
麗
双
調

②
〈
地
久
〉
破
（
高
麗
双
調
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起
こ
し
た
も
の
を
資
料
Ａ
と
し
て
本
稿
末
尾
に
掲
載
す
る
。
こ
の
楽
譜
は
、

琵
琶
譜
『
三
五
要
録
』
か
ら
、
催
馬
楽
呂
歌
〈
桜
人
》
一
段
と
、
高
麗
楽

曲
〈
地
久
〉
破
と
を
、
私
に
訳
譜
し
、
並
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
桜
人
〉

は
双
調
（
主
音
＆
、
〈
地
久
》
は
高
麗
双
調
（
主
音
群
）
で
あ
り
、
《
地

久
〉
と
は
長
二
度
並
行
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
比

較
す
る
必
要
が
あ
る
。

細
か
い
部
分
を
見
る
と
、
一
致
し
て
い
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、

大
き
な
旋
律
構
造
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
一
致
と
認
め
ら
れ
な
い
の
は
網
掛

け
の
部
分
だ
け
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
、
全
体
と
し
て
約

〃
％
、
旋
律
構
造
が
一
致
し
て
い
る
。

催
馬
楽
の
歌
に
合
わ
せ
て
舞
を
舞
う
こ
と
も
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
曲
の
同
音
関

係
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藤
原
俊
家
が
歌
っ

た
二
曲
目
の
選
曲
が
〈
蓑
山
〉
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
偶
然
で
は

な
い
。
多
政
方
の
〈
地
久
〉
破
を
受
け
て
、
〈
蓑
山
〉
が
同
じ
く
地
久
〉

急
と
同
音
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
（
お
そ
ら
く
当
然
の
も
の
と
し
て
）
知
っ

て
い
た
か
ら
こ
そ
、
藤
原
俊
家
は
〈
蓑
山
〉
を
奏
し
、
ま
た
多
政
方
も
舞

で
答
え
た
の
で
あ
る
。

（
、
）

以
下
に
、
私
が
修
士
論
文
で
確
認
し
た
「
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
同
二
日
」

（
Ｍ
）

全
肥
組
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
る
。
既
に
、
林
健
三
が
、
指
摘
し
て
い
た
肥
組

だ
が
、
分
析
方
法
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
た
め
に
、
手
放
し
で
信
用
で
き

る
指
摘
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
修
士
論
文
で
も
、
分
析
の
過
程
に
つ

い
て
は
煩
噴
な
点
が
多
く
、
後
日
改
め
て
、
整
理
・
発
表
す
る
予
定
で
あ

る
。

…
催
馬
楽
唐
楽
曲

一
、
〈
田
中
井
戸
〉
〈
胡
飲
酒
〉
破

二
、
〈
眉
止
自
女
》
〈
酒
清
司
〉

三
、
〈
青
柳
〉
〈
長
生
楽
〉
序

四
、
（
高
砂
〉
〈
長
生
楽
〉
破

五
、
〈
葦
垣
》
〈
西
王
楽
〉
序

六
、
〈
鷹
山
〉
〈
西
王
楽
〉
破

七
、
〈
伊
勢
海
〉
〈
拾
翠
楽
〉
破

八
、
〈
竹
河
〉
〈
拾
翠
楽
〉
序

九
、
〈
葛
城
〉
〈
榎
葉
井
〉

十
、
〈
夏
引
〉
〈
夏
引
楽
〉
序

士
、
《
青
之
馬
》
〈
夏
引
楽
〉
破

…
催
馬
楽
高
麗
楽
曲

一
、
〈
酒
飲
》
〈
胡
徳
楽
〉

二
、
〈
石
川
》
〈
石
川
楽
〉

三
、
〈
無
力
蝦
》
〈
吉
簡
〉

四
、
〈
老
鼠
》
〈
林
歌
〉

五
、
〈
桜
人
〉
〈
地
久
〉
破

六
、
〈
蓑
山
〉
〈
地
久
〉
急

七
、
《
紀
伊
州
〉
〈
白
浜
〉
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催馬楽成立研究の可能性

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
同
音
、
つ
ま

り
旋
律
の
一
致
が
起
こ
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
「
同
音
」
現
象
が
、
従
来
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た

か
を
見
て
行
き
た
い
。
先
ほ
ど
述
べ
た
、
林
健
三
の
論
文
を
引
用
す
る
（
傍

線
、
番
号
、
太
字
は
筆
者
）
。

こ
こ
で
気
に
な
る
表
現
は
、
①
催
馬
楽
が
唐
楽
・
高
麗
楽
の
「
旋
律
を

借
り
た
」
と
す
る
表
現
と
、
②
唐
楽
・
高
麗
楽
を
、
催
馬
楽
の
「
原
曲
」

と
表
現
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
「
原
曲
」
、
す
な
わ
ち
唐
楽
・
高
麗
楽
の

「
旋
律
を
借
り
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
催
馬
楽
が
生
ま
れ
た
。
だ
か
ら
、
旋

律
が
一
致
す
る
の
だ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
れ
を
モ
デ
ル
化
す
る

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

確
か
に
、
文
献
上
を
見
て
み
て
も
、
「
催
馬
楽
」
の
語
が
初
め
て
史
書

に
現
れ
る
の
が
、
『
二
代
実
録
」
の
八
五
九
年
。
唐
楽
・
高
麗
楽
の
演
奏

（
肥
）

記
録
は
、
そ
れ
を
一
、
一
一
世
紀
遡
る
。
つ
ま
り
、
催
馬
楽
の
成
立
は
、
唐

曲
脳
肱
Ⅳ
悼
卜
Ⅳ
鴎
。
そ
こ
で
②
催
馬
楽
と
原
曲
と
を
順
次
比
較
し

て
み
る
の
で
あ
る
。

１
催
馬
楽
に
は
唐
楽
狛
楽
の
旋
律
を
借
り
た
も
の
が
少
ナ
か
ら
ず

従
来
説
モ
デ
ル

知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
に
は
伝
え
の
た
し
か
な
も
の
も
十
数

唐
楽
・
高
麗
楽
（
原
曲
）

罎
襄
〆
し

楽
・
高
麗
楽
の
そ
れ
を
遡
り
得
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
事
情
を
鑑
み
て
も
、
従
来
の
モ
デ
ル
で

説
明
し
通
せ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
一
つ
に
は
、
仁
明
天
皇
の
時
代
（
八
三

三
～
五
○
）
に
多
く
の
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
が
、
日
本
で
新
作
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
情
が
あ
る
。

実
は
、
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
と
い
う
の
は
日
本
で
の
み
通
用
す
る
呼
称

で
、
す
な
わ
ち
「
中
国
系
の
楽
、
朝
鮮
系
の
楽
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
多

く
は
、
日
本
で
作
曲
．
及
び
改
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
仁
明
天

皇
の
時
代
に
は
多
く
の
「
和
製
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
」
が
新
作
さ
れ
た
記
録

が
残
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
和
製
新
作
曲
」
の
多
く
が
、
実
は
い
く
つ
か
の
催
馬

楽
曲
と
同
音
関
係
に
あ
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
以
下
は
、
仁
明
朝
に
新

作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
唐
楽
・
高
麗
楽
曲
の
う
ち
、
催
馬
楽
と
の
同
音
関
係

が
確
認
で
き
る
も
の
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。

新
作
雅
楽

〈
胡
飲
酒
〉
破

く
長
生
楽
〉
序

〈
長
生
楽
〉
破

く
西
王
楽
〉
序

〈
西
王
楽
〉
破

く
榎
葉
井
〉

〈
夏
引
楽
〉
序

〈
夏
引
楽
〉
破

く
拾
翠
楽
〉
序

同
音
催
馬
楽

（
田
中
井
戸
〉

〈
青
柳
〉

《
高
砂
》

〈
葦
垣
》

《
鷹
山
》

〈
葛
城
》

〈
夏
引
》

《
青
之
馬
》

〈
竹
河
》
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Ｘ
の
旋
律
を
も
と
に
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
の
曲
が
新
作
さ
れ
、
同
じ
Ｘ

が
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
「
催
馬
楽
」
化
し
た
。
同
じ
も
の
が
元
に
な
っ
て
作

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
新
作
曲
が
あ
り
、
し
か
も
催
馬
楽
と
同
音
関
係
に
あ

る
、
と
い
う
事
実
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

単
純
に
、
先
ほ
ど
の
従
来
説
モ
デ
ル
を
逆
に
し
て
、
「
催
馬
楽
」
の
旋

律
を
元
に
し
て
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
曲
が
新
作
さ
れ
た
、
と
考
え
る
こ
と

（
皿
）

も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
催
馬
楽
（
歌
）
」
の
雪
叩
の
初
出
が

貞
観
元
年
（
八
五
九
）
、
「
催
馬
楽
」
が
楽
譜
と
し
て
整
理
さ
れ
る
の
は
一

（
旧
）

○
世
紀
に
下
る
た
め
、
「
催
馬
楽
か
ら
唐
楽
・
高
麗
楽
へ
」
と
い
う
説
に

つ
い
て
は
八
今
の
と
こ
ろ
、
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
（
別
）

も
し
く
は
、
催
馬
楽
の
前
の
形
態
と
し
て
、
「
原
歌
謡
群
」
を
想
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
あ
る
歌
謡
（
Ｘ
）
の
旋
律
を

元
に
唐
楽
・
高
麗
楽
が
新
作
さ
れ
、
同
じ
歌
謡
が
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
「
催

（
皿
）

馬
楽
」
化
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
る
。

原
歌
謡
群
モ
デ
ル

〈
拾
翠
楽
〉
破
Ⅱ
《
伊
勢
海
》

（
、
）

〈
胡
徳
楽
〉

Ⅱ
〈
酒
飲
》

催
馬
楽

原
歌
謡
群
（
Ｘ

和
製
新
作
の
唐
楽
・
高
麗
楽

特
に
注
目
す
べ
き
は
（
二
段
）
の
歌
詞
、
傍
線
部
「
え
の
は
ゐ
」
の
部

分
で
あ
る
。
「
え
の
は
ゐ
」
を
音
読
み
す
れ
ば
「
か
よ
う
せ
い
」
。
す
る
と
、

〈
榎
葉
井
〉
の
名
が
日
本
的
な
命
名
と
感
じ
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
の
催
馬
楽
（
葛
城
〉
と
よ
く
似
た
詞
章
が
、
す
で
に
光
仁
天

皇
以
前
の
時
代
の
歌
謡
の
中
に
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
は
、

『
続
日
本
紀
」
光
仁
天
皇
の
即
位
前
紀
で
あ
る
。

也
。
於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
」

於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
然
為
波
。
国
曽
昌
由
流
也
。
ロ
家
良
曽
昌
由
流

於
志
止
度
。
刀
志
止
度
。
桜
井
ホ
。
白
壁
之
豆
久
也
。
好
壁
之
豆
久
也
。

ら
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
両
者
の
旋
律
が
一
致
す
る
の
も
当
然
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。

さ
て
、
催
馬
楽
呂
歌
〈
葛
城
〉
は
、
仁
明
朝
の
新
作
唐
楽
曲
で
あ
る
〈
榎

（
配
）

葉
井
〉
と
、
同
音
関
係
に
あ
る
。
そ
の
詞
章
を
こ
こ
に
示
し
た
（
傍
線
筆

者
）
。

又
嘗
龍
潜
之
時
。
童
謡
日
、
「
葛
城
寺
乃
。
前
在
也
。
豊
浦
寺
乃
西
在
也
。

ご
段
）
葛
城
の
寺
の
前
な
る
ャ
豊
浦
の
寺
の
西
な
る
ャ

（
二
段
）
榎
葉
井
に
白
壁
沈
く
ヤ
真
白
壁
沈
く
ヤ

オ
シ
ト
や
ト
オ
シ
ト
や

（
三
段
）
し
か
し
て
ば
国
ぞ
栄
え
む
ヤ
我
家
ら
ぞ
富
せ
ん
ヤ

オ
、
シ
ト
や
ト
シ
ト
ン
ド

（
麹
）

オ
、
シ
ト
ン
ド
ト
シ
ト
ン
ド

へ

2４
－
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催馬楽成立研究の可能性

光
仁
天
皇
は
白
壁
王
と
も
呼
ば
れ
、
六
二
歳
と
い
う
高
齢
で
即
位
し
た

天
皇
で
あ
る
。
そ
の
即
位
す
る
前
の
、
竜
潜
時
代
の
「
童
謡
」
と
し
て
、

白
壁
王
即
位
の
予
言
と
さ
れ
る
も
の
中
に
催
馬
楽
〈
葛
城
〉
の
詞
章
と
よ

く
似
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
傍
線
部
が
そ
の
詞
章
で
あ
る
。

こ
の
童
謡
（
も
し
く
は
そ
の
元
と
な
っ
た
歌
謡
）
も
ま
た
、
催
馬
楽
の

原
歌
謡
群
の
一
つ
と
し
て
想
定
で
き
る
。
〈
葛
城
〉
と
ほ
ぼ
同
一
の
詞
章

を
持
つ
童
謡
が
、
た
と
え
後
代
の
付
記
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と

も
「
続
日
本
紀
」
の
撰
進
時
（
七
九
七
）
に
は
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で

（
泌
）

あ
る
。
そ
れ
は
唐
楽
曲
で
あ
る
〈
榎
葉
井
〉
の
新
作
期
、
す
な
わ
ち
仁
明

天
皇
の
時
代
よ
り
も
前
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
説
通
り
な
ら
ば
、
新
作
唐
楽
曲
で
あ
る
〈
榎
葉
井
〉

を
「
原
曲
」
と
し
、
そ
の
旋
律
か
ら
、
催
馬
楽
の
〈
葛
城
〉
を
作
っ
た
と

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
〈
葛
城
〉
は
「
童
謡
」
（
も
し
く
は
そ
の

元
と
な
っ
た
歌
謡
）
と
し
て
、
お
そ
ら
く
は
旋
律
を
持
っ
た
歌
謡
と
し
て

存
在
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
本
来
持
っ
て
い
た
旋
律
を
完
全
に
消
失
せ

し
め
て
、
詞
章
だ
け
が
流
用
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
、
妥
当
で
は
な
い
よ

う
に
思
う
。
む
し
ろ
仁
明
天
皇
の
時
代
、
大
量
の
雅
楽
曲
を
新
作
す
る
必

要
が
生
じ
た
時
に
、
何
も
な
い
所
か
ら
新
し
い
曲
を
作
る
の
は
難
し
か
ろ

う
か
ら
、
す
で
に
あ
っ
た
歌
謡
か
ら
旋
律
を
流
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。つ
ま
り
、
新
作
の
「
唐
楽
・
高
麗
楽
」
曲
も
「
催
馬
楽
」
も
、
そ
の
ル
ー

ツ
は
共
通
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
両
者
の
旋
律
が
一

致
し
て
い
る
の
は
、
至
極
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

修
士
論
文
で
は
、
六
○
余
曲
あ
る
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
」
を
同
音

関
係
に
あ
る
曲
ど
う
し
で
ま
と
め
、
そ
れ
を
慣
習
的
な
呼
称
に
よ
り
、
「
同

音
グ
ル
ー
プ
」
と
し
た
。

次
に
「
二
重
の
同
音
性
」
の
も
う
一
方
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の

同
音
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
定
義
は
以
下
の
通
り
。

、
同
協
剛
Ｕ
（
七
グ
ル
ー
プ
）

工
〈
安
名
尊
〉
〈
新
年
〉
〈
梅
之
枝
〉

オ
〈
山
城
〉
〈
真
金
吹
》
〈
紀
伊
州
〉

力
〈
葛
城
〉
〈
竹
河
〉
〈
河
口
〉

キ
〈
鷹
山
〉
〈
此
殿
〉
〈
此
殿
之
〉
〈
此
殿
奥
〉

ク
〈
美
作
〉
〈
藤
生
野
〉

、
圃
鬮
剛
Ｕ
（
一
一
一
グ
ル
ー
プ
）

ア
〈
夏
引
〉
〈
貫
河
》
〈
東
屋
》
〈
走
井
〉
〈
飛
鳥
井
〉

イ
〈
我
門
乎
〉
〈
大
路
〉

ウ
〈
大
芹
〉
〈
浅
水
〉
〈
刺
櫛
〉
〈
鷹
子
〉
〈
逢
路
〉
〈
道
口
〉
〈
更
衣
〉

〈
何
為
〉

催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
複
数
曲
章
間
で
曲
章
の
構
成
や
旋
律

構
造
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
。

｜
｜
｜
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
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こ
れ
も
楽
譜
（
末
尾
、
資
料
Ｂ
）
で
確
認
し
よ
う
。
先
ほ
ど
同
様
、
琵

琶
譜
「
三
五
要
録
』
か
ら
、
呂
歌
〈
安
名
尊
〉
〈
新
年
〉
〈
梅
之
枝
〉
一
一
一
曲

の
各
一
段
の
旋
律
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
下
の
二
曲
、
〈
新

年
》
と
く
梅
之
枝
）
と
は
完
全
に
記
譜
内
容
が
等
し
く
、
し
た
が
っ
て
旋

律
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

唯
一
、
〈
安
名
尊
》
だ
け
が
、
一
段
の
、
網
掛
け
で
示
し
た
箇
所
の
み

旋
律
構
造
が
一
致
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
〈
安
名
尊
〉
と
そ
の
他

二
曲
の
一
致
率
は
的
％
と
算
出
さ
れ
る
。

次
に
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
中
最
大
の
同
音
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
、
律

歌
《
更
衣
〉
グ
ル
ー
プ
八
曲
の
、
旋
律
構
成
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
（
資

料
ｇ
ｏ

下
の
四
曲
、
〈
逢
路
〉
〈
道
口
〉
《
更
衣
〉
〈
何
為
〉
ま
で
は
、
拍
子
数
一

三
で
、
全
く
同
じ
旋
律
構
成
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
上
の
四
曲
に
つ
い

て
は
、
〈
大
芹
》
は
拍
子
数
三
四
、
〈
浅
水
橋
〉
は
拍
子
数
一
一
一
と
、
曲
の

長
さ
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
同
じ
旋
律
を
繰
り
返
す

部
分
が
あ
っ
た
り
、
他
の
曲
に
な
い
独
立
し
た
旋
律
（
網
掛
け
部
分
）
が

挿
入
さ
れ
て
い
た
り
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
広
く
「
同
音
」

を
認
め
て
い
る
。

な
ぜ
、
「
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
の
同
音
」
が
生
ま
れ
た
の
か
を
考

え
る
た
め
に
、
先
ほ
ど
の
資
料
に
も
挙
げ
た
、
〈
安
名
尊
》
グ
ル
ー
プ
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
章
を
並
べ
た
。

ケ
〈
青
之
馬
〉
〈
浅
緑
》
〈
妹
之
門
〉
〈
席
田
》

．
〈
大
宮
》
〈
角
総
》
〈
本
滋
〉

す
る
と
、
五
七
五
七
七
の
短
歌
形
式
が
そ
こ
に
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

短
歌
形
式
を
基
調
と
し
て
、
そ
こ
に
反
復
や
騨
詞
を
挿
入
し
た
形
式
の
も

の
が
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
う
ち
、
約
半
数
あ
る
。
た
だ
し
、
反
復

や
離
詞
の
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
曲
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
今
抜
き
出
し
た
、
〈
新
年
〉
の
和
歌
部
分
の
詞
章
に
つ
い
て
、

は
じ
め
の
章
で
も
触
れ
た
が
、
既
に
、
聖
武
天
皇
の
時
代
に
「
琴
歌
」
と

《
安
名
尊
》二
段
）
あ
な
尊
今
日
の
尊
さ
ヤ

古
も
ハ
レ

三
段
）
古
も

か
く
や
あ
り
け
む
ャ
今
日
の
尊
さ

（
三
段
）

ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ャ
今
日
の
尊
さ

〈
新
年
〉二
段
）
新
し
き
年
の
初
め
に
ヤ

か
く
し
こ
そ
ハ
レ

（
二
段
）
か
く
し
こ
そ
仕
え
ま
つ
ら
め
ャ
万
代
ま
で
に

（
三
段
）

ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ヤ
万
代
ま
で
に

〈
梅
之
枝
》二
段
）
梅
が
枝
に
来
居
る
鴬
ャ

春
か
け
て
ハ
レ

三
段
）
春
か
け
て
泣
け
ど
も
い
ま
だ
ャ
雪
は
ふ
り
つ
影

（
三
段
）

ア
ハ
レ
ソ
コ
ョ
シ
ヤ
雪
は
ふ
り
つ
つ

例
え
ば
、
試
み
に
太
字
の
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

あ
な
尊
今
日
の
尊
さ
古
も
か
く
や
あ
り
け
む
今
日
の
尊
さ

新
し
き
年
の
初
め
に
か
く
し
こ
そ
仕
え
ま
つ
ら
め
万
代
ま
で
に

梅
が
枝
に
来
居
る
鶯
春
か
け
て
泣
け
ど
も
い
ま
だ
雪
は
ふ
り
つ
』
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こ
の
記
録
は
現
存
す
る
催
馬
楽
の
詞
章
の
典
拠
と
な
る
も
の
の
中
で
、

最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
琴
歌
に
つ
い
て
も
、
催
馬
楽
〈
新
年
》
の
原

歌
謡
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
〈
梅
之
枝
》
の
和
歌
部
分
に
つ
い
て
も
、
「
古
今
和
歌
集
」
巻
第

（
配
）

一
春
歌
上
、
五
番
歌
に
、
読
人
知
ら
ず
の
歌
と
し
て
確
認
で
き
る
。

さ
て
、
〈
安
名
尊
》
グ
ル
ー
プ
の
三
曲
を
比
較
す
る
と
、
先
ほ
ど
の
「
続

日
本
紀
」
の
琴
歌
の
詞
章
の
存
在
を
考
え
る
に
、
三
曲
の
中
で
〈
新
年
》

が
最
も
早
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
の
二
曲
は
、
こ
の
〈
新
年
〉

を
「
替
え
歌
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
替
え

歌
」
で
あ
れ
ば
、
旋
律
が
一
致
す
る
こ
と
も
道
理
で
あ
る
。

こ
の
「
替
え
歌
」
の
文
化
に
つ
い
て
は
、
先
に
ネ
ル
ソ
ン
が
指
摘
し
て

い
る
。

し
て
歌
わ
れ
て
い
る
記
録
が
、
『
続
日
本
紀
」
巻
十
四
天
平
十
四
年
（
七

四
二
）
正
月
十
六
日
条
に
登
場
し
て
い
た
。
詞
章
部
分
を
再
褐
す
る
。

ま
ず
、
「
続
日
本
紀
』
の
琴
歌
を
元
に
し
て
《
新
年
》
が
成
立
し
、
こ

例
え
ば
呂
歌
の
《
安
名
尊
》
《
新
年
》
《
梅
之
枝
》
は
、
平
安
時
代
の

楽
譜
を
見
る
限
り
歌
詞
以
外
は
同
じ
曲
で
あ
っ
て
、
一
年
で
特
定
の

時
期
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
歌
【
新
年
》
〈
梅
之
枝
》
）
に
基
づ
い

て
、
祝
い
の
席
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
歌
入
安
名
尊
》
）

（
”
〉

が
替
え
歌
風
に
創
ら
れ
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

新
年
始
迩
何
久
志
社
供
奉
良
米
万
代
摩
提
丹

聖
武
期
の
琴
歌
が
、
あ
る
時
代
に
催
馬
楽
〈
新
年
》
と
し
て
取
り
込
ま

れ
、
そ
こ
か
ら
、
和
歌
を
中
心
と
し
た
詞
章
に
よ
っ
て
替
え
歌
さ
れ
る
こ

と
で
、
ど
ん
ど
ん
催
馬
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。ネ
ル
ソ
ン
は
こ
の
よ
う
な
替
え
歌
の
可
能
性
を
他
の
同
音
グ
ル
ー
プ

の
歌
は
、
詞
章
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
新
年
を
寿
ぐ
歌
と
し
て
、
歌
わ

れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
も
っ
と
別
の
機
会
に
も
歌
え
る
よ
う
に
、
た
と

え
ば
、
「
春
か
け
て
」
歌
う
べ
く
、
「
古
今
和
歌
集
」
に
伝
わ
る
「
梅
が
枝

に
」
の
和
歌
を
基
に
替
え
歌
さ
れ
、
〈
梅
之
枝
》
と
い
う
曲
が
生
ま
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
春
だ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で
き
る
賀
の

歌
と
し
て
〈
安
名
尊
〉
と
い
う
曲
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

推
測
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
御
遊
抄
』
等
に
見
ら
れ
る
演
奏
記
録
で
は
く
安

名
尊
〉
が
格
別
に
多
く
歌
わ
れ
て
お
り
、
他
の
二
曲
の
演
奏
機
会
は
限
ら

（
泌
）

れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
「
替
え
歌
」
の
可
能
性
を
モ
デ
ル
と
し
て
図
示
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
替
え
歌
」
モ
デ
ル

〈
梅
之
枝
》

:|菫

〈
安
名
尊
》
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「
大
君
来
ま
さ
ば
」
と
い
う
の
は
催
馬
楽
呂
歌
〈
我
家
》
の
歌
詞
、
「
伊

勢
の
海
」
は
催
馬
楽
律
歌
《
伊
勢
海
》
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
二
曲
の
催

馬
楽
の
「
声
ぶ
り
」
に
の
せ
て
、
和
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
〈
我
家
〉
や
〈
伊
勢
海
〉
も
例
に
洩
れ
ず
、
詞
章
に
短
歌
の
音
数

律
で
あ
る
「
五
七
五
七
七
」
の
型
式
を
内
包
し
て
い
る
。
試
み
に
、
〈
我

（
餌
〉

（
〈
更
衣
》
グ
ル
ー
プ
）
で
ｊ
、
指
摘
し
て
お
り
、
同
様
の
ケ
ー
ス
で
替
え
歌

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
珍
し
く
な
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
催
馬
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
替
え
歌
に
よ
っ
て
拡
大
し
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
「
替
え
歌
」
を
媒
介
し
た
も
の
は
、

例
え
ば
多
く
の
場
合
短
歌
の
形
式
で
あ
っ
た
し
、
お
そ
ら
く
和
歌
で
さ
え

あ
れ
ば
、
ど
ん
な
も
の
で
も
催
馬
楽
と
し
て
歌
え
た
は
ず
で
あ
る
。

中
古
の
物
語
等
で
は
そ
の
よ
う
な
現
象
が
（
決
し
て
多
く
は
な
い
が
）

確
認
で
き
る
。
「
う
つ
ほ
物
語
』
祭
使
の
巻
、
桂
殿
で
開
か
れ
た
夏
神
楽

の
際
、
桂
川
の
対
岸
か
ら
渡
っ
て
く
る
右
大
将
兼
雅
を
迎
え
る
左
大
将
正

頼
が
詠
ん
だ
歌
と
、
そ
れ
に
対
す
る
兼
雅
の
返
歌
で
あ
る
。

左
大
将
の
お
と
ど
限
り
な
く
よ
る
こ
び
た
ま
ひ
て
、
河
づ
ら
に
、
左

の
っ
か
さ
の
遊
び
人
、
殿
上
人
、
君
だ
ち
率
ゐ
て
、
遊
び
て
待
ち
た

ま
ふ
と
て
、
「
大
君
来
ま
さ
ば
」
と
い
ふ
声
ぶ
り
に
、
か
う
歌
ひ
た

ま
ふ
。底
深
き
淵
を
渡
る
は
水
馴
れ
棹
長
き
心
も
人
や
つ
く
ら
む

右
大
将
の
ぬ
し
、
「
伊
勢
の
海
」
の
声
ぶ
り
に
、

人
は
い
さ
わ
が
さ
す
棹
の
及
ば
ね
ば
深
き
心
を
一
人
と
ぞ
恩
ふ

（
釦
）

と
渡
り
て
、
左
右
遊
び
て
着
き
並
み
た
ま
ひ
ぬ
。

〈
我
家
〉
冒
頭
の
詞
章
五
句
は
、
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
お
よ

そ
「
五
七
五
七
七
」
の
型
式
に
当
て
は
ま
る
。
耳
に
な
じ
ん
だ
催
馬
楽
の

「
声
ぶ
り
」
を
土
台
に
和
歌
を
の
せ
て
「
替
え
歌
」
を
行
う
よ
う
な
こ
と

は
、
当
時
の
貴
族
た
ち
に
と
っ
て
、
十
分
発
想
さ
れ
得
る
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
な
お
物
語
上
で
は
、
〈
我
家
〉
の
詞
章
を
背
景
に
し
て
、
「
大
君
来

ま
せ
」
と
、
兼
雅
へ
の
歓
迎
の
意
識
が
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
〈
伊
勢
海
》
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
嚇
詞
や
反
復
を
挟
み
な
が

ら
歌
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

Ｃ

家
》
の
詞
章
に
正
頼
の
和
歌
を
重
ね
た
。
も
の
を
挙
げ
る
。

伊
勢
海
の

清
き
渚
に

潮
間
（
し
ほ
が
ひ
）
に

な
の
り
そ
や
摘
ま
む

貝
や
拾
は
む
ヤ

玉
や
拾
は
む
ヤ

へ婿大垂帷我
御に君れ帳家
着せ来た／ヘヘ
にむまるとわ
何せをぱい
良１０へ
けちん
むや￣

うは
、－／

、－〆

《）

人
は
い
さ

わ
が
さ
す
棹
の

及
ば
ね
ば

深
き
や
心
を

一
人
と
ぞ
思
ふ
ヤ

ー
人
と
ぞ
思
ふ
ヤ

底
深
き

淵
を
渡
る
は

水
馴
れ
棹

長
き
心
も

人
や
つ
く
ら
む
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ま
た
、
こ
の
よ
う
に
歌
の
詞
章
に
和
歌
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
決

し
て
催
馬
楽
に
特
化
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
平
中
物
語
』
二
五

段
「
歌
の
し
る
べ
」
に
、
「
女
は
じ
め
い
ひ
た
り
け
る
歌
を
、
振
り
上
げ

（
瓢
）

つ
つ
、
〈
甲
斐
歌
〉
に
歌
ひ
ゆ
き
け
り
」
と
あ
る
。
女
が
出
〈
云
い
の
初
め

に
歌
っ
た
歌
「
逢
坂
の
名
に
頼
ま
れ
ぬ
関
川
の
な
が
れ
て
音
に
聞
く
ひ
と

（
躯
〉

を
見
て
」
を
風
俗
歌
で
あ
る
〈
甲
斐
歌
〉
の
節
回
し
で
男
が
歌
っ
た
と
い

う
場
面
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
風
俗
歌
で
あ
れ
、
催
馬
楽
で
あ
れ
、
詞
章
に
和
歌
の
形

式
が
内
包
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、
ど
ん
な
和
歌
で
も
節
を
付
け
て
歌
う
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
時
に
優
れ
た
和
歌
が
、
催
馬
楽
の
旋
律
に
う

ま
く
合
致
し
て
、
や
が
て
人
々
の
口
遊
み
と
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

の
時
、
新
し
い
催
馬
楽
曲
が
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
「
替
え
歌
」
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、
催
馬

楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
内
に
複
数
の
同
音
グ
ル
ー
プ
が
存
在
す
る
理
由
は
自
ず

と
知
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
二
重
の
同
音
性
」
に
つ
い
て
、
個
々
に
説
明
し
て
き
た
が
、

こ
の
二
つ
の
同
音
を
「
二
重
に
」
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
催
馬

楽
全
体
の
成
立
事
情
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

二
重
の
同
音
性
が
重
複
す
る
例
と
し
て
、
唐
楽
曲
で
あ
る
、
〈
西
王
楽
〉

破
（
黄
鐘
調
、
仁
明
天
皇
の
時
代
の
新
作
曲
）
と
、
催
馬
楽
の
同
音
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
、
〈
鷹
山
》
グ
ル
ー
プ
四
曲
と
の
、
同
音
関
係
を
考
え
て
み
た

い
。

四
原
歌
謡
群
モ
デ
ル
と
替
え
歌
モ
デ
ル
の
統
合

元
々
楽
書
類
に
は
、
催
馬
楽
の
〈
鷹
山
〉
と
、
〈
西
王
楽
〉
破
の
「
同

音
関
係
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
と
い
う
こ
と
は
、
必
定
、
〈
鷹
山
〉

と
同
音
関
係
に
あ
る
《
此
殿
〉
（
此
殿
之
〉
〈
此
殿
奥
〉
の
三
曲
に
つ
い
て

〈
鷹
山
》

（
一
段
）
鷹
山
に
鷹
を
鷹
を
放
ち
あ
げ
招
く
を
な
み
ア
ハ
レ

招
く
を
な
み
ハ
レ

（
二
段
）
招
く
を
な
み
我
が
す
我
が
す
る
時
に
逢
へ
る
夫
か
も
ヤ

逢
へ
る
夫
か
も
ヤ

〈
此
殿
》

（
一
段
）
こ
の
殿
は
む
く
も
む
く
も
富
み
け
り
三
枝
の
ア
ハ
レ

三
枝
の
ハ
レ

（
一
一
段
）
三
枝
の
一
一
一
つ
葉
四
つ
葉
の
中
に
殿
づ
く
り
せ
り
ヤ

殿
づ
く
り
せ
り
ヤ

〈
此
殿
之
〉

（
一
段
）
こ
の
殿
の
西
の
西
の
倉
垣
春
日
す
ら
ア
ハ
レ

春
日
す
ら
ハ
レ

（
二
段
）
春
日
す
ら
行
け
ど
行
け
ど
も
尽
き
ず
西
の
倉
垣
ャ

西
の
倉
垣
ャ

〈
此
殿
奥
》

（
一
段
）
こ
の
殿
の
奥
の
奥
の
酒
屋
の
う
ば
た
ま
り
ア
ハ
レ

う
ば
た
ま
り
ハ
レ

（
二
段
）
う
ば
た
ま
り
我
を
我
を
恋
ふ
ら
し
こ
さ
か
ご
ゑ
な
る
ヤ

ご
ゑ
な
る
ヤ
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こ
れ
ら
の
催
馬
楽
四
曲
と
、
新
作
唐
楽
曲
〈
西
王
楽
〉
破
と
の
関
係
を

ど
う
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
な
お
、
〈
此
殿
〉
グ
ル
ー
プ
と
〈
西
王
楽
〉

破
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
年
宮
崎
め
ぐ
み
に
よ
る
新
た
な
成
果
が
報

（
鋤
）

生
ロ
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
宮
崎
の
成
果
を
参

照
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
二
つ
の
仮
説
モ
デ
ル
の
統
合
を
試

み
る
こ
と
と
す
る
。

も
や
は
り
く
西
王
楽
〉
破
と
同
音
関
係
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
さ
し
く

こ
れ
を
、
「
二
重
の
同
音
性
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
て
、
（
鷹
山
〉
〈
此
殿
〉
〈
此
殿
之
》
〈
此
殿
奥
〉
こ
の
四
曲
は
や
は
り
、

短
歌
形
式
の
詞
章
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
〈
此
殿
》
の
詞
章
に
つ

い
て
は
、
「
古
今
和
歌
集
」
仮
名
序
に
「
祝
ひ
歌
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
。新
作
唐
楽
十

ｈ
回
Ⅲ
用
鳳
悶
Ⅲ
剛
〕

替
え
歌
モ
デ
ル

（
鋼
）

此
殿
は
む
く
も
富
み
け
り
一
二
枝
の
一
一
一
つ
葉
四
つ
葉
に
殿
作
り
せ
り

原
歌
謡
群
（
Ｘ
）

同音

催
馬
楽
同

グ
ル
ー
プ

…
…

一
鋼 〈
鷹
山
》

剛
引
綱
洲
Ｈ
１

宮
崎
は
、
《
西
王
楽
》
破
が
長
寿
を
祝
う
儀
式
の
場
で
作
曲
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
の
「
長
寿
」
と
い
う
主
題
が
催
馬
楽
の
〈
鷹
山
》

の
詞
章
に
反
映
し
て
い
な
い
こ
と
を
根
拠
と
し
、
〈
鷹
山
〉
の
旋
律
が
民

謡
（
風
俗
歌
・
国
風
歌
舞
）
な
ど
の
形
で
宮
中
に
伝
わ
っ
て
い
て
、
そ
の

旋
律
を
基
に
〈
西
王
楽
〉
が
作
曲
さ
れ
た
も
の
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
れ

が
上
の
モ
デ
ル
で
い
う
と
、
原
歌
謡
群
の
一
つ
で
あ
る
「
Ｘ
」
の
旋
律
を

も
と
に
〈
西
王
楽
〉
破
が
新
作
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
当
て
は
ま
る
。

ま
た
、
同
じ
Ｘ
が
や
が
て
催
馬
楽
〈
鷹
山
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
や
が
て
、
替
え
歌
に
よ
っ
て
、
〈
此
殿
〉
が
生
ま
れ
る
。
宮
崎

は
、
大
饗
な
ど
の
儀
式
・
饗
宴
の
御
遊
に
お
け
る
「
穏
座
」
で
、
替
え
歌

が
行
わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
〈
此
殿
之
〉
〈
此
殿

奥
》
に
つ
い
て
は
、
只
此
殿
〉
あ
り
き
の
曲
名
」
で
あ
る
と
し
、
か
つ
『
口

遊
』
な
ど
一
○
世
紀
の
目
録
資
料
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
〈
此
殿
〉
の
歌
を
基
に
、
穏
座
の
雰
囲
気
に
乗
じ
て
、
よ
り
「
砕
け

た
」
主
題
の
歌
に
歌
い
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
モ
デ
ル
は
、
現
時
点
で
は
、
催
馬
楽
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
内
の
ご

く
一
部
の
事
象
を
説
明
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ネ
ル
ソ
ン
の

提
唱
し
た
「
二
重
の
同
音
性
」
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
唐

楽
・
高
麗
楽
か
ら
催
馬
楽
へ
」
と
い
う
固
定
概
念
を
質
し
、
や
が
て
は
催

馬
楽
全
体
の
成
立
事
情
解
明
へ
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。
今
後
、
よ
り
詳
細
な
旋
律
分
析
を
行
い
、
ま
た
、
催
馬
楽
の
原
歌

と
推
定
さ
れ
る
歌
謡
群
に
つ
い
て
、
各
種
資
料
（
楽
書
・
日
記
・
説
話
・

物
語
）
、
歌
謡
（
琴
歌
・
風
俗
歌
・
和
歌
・
記
紀
歌
謡
）
等
を
網
羅
的
に

追
跡
し
て
い
く
こ
と
で
、
催
馬
楽
成
立
史
の
再
構
築
へ
と
結
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。
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催馬楽成立研究の可能性

注（
１
）
『
日
本
三
代
実
録
」
、
「
国
史
大
系
」
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六

六
、
三
九
頁

（
２
）
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
第
二
版
、
小
学
館
、
二
○
○
一

（
３
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４
日
本
書
紀
③
』
小
学
館
、
一
九
九
八
、

三
五
九
頁

（
４
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
咀
続
日
本
紀
二
」
岩
波
書
店
一
九
九
○
、

四
○
二
～
三
頁
。
琴
歌
部
分
は
原
文
表
記
を
引
用
、
そ
れ
以
外
は
書
き

下
し
表
記
を
引
用
し
た
。

（
５
）
以
下
、
催
馬
楽
の
曲
名
は
〈
〉
、
唐
楽
・
高
麗
楽
、
そ
の
他
の
曲
名

に
つ
い
て
は
〈
〉
に
入
れ
て
示
す
。
こ
の
表
記
は
引
用
資
料
中
に
も

適
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
曲
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
分
析
に

用
い
た
『
三
五
要
録
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伏
見
宮
家
旧
蔵
、
上
野
学

園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
紙
焼
本
）
の
本
文
表
記
に
従
う
（
引
用
は

こ
の
限
り
で
は
な
い
）
。

（
６
）
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
８
万
葉
集
③
」
小
学
館
一
九
九
五
、
三

五
九
頁

（
７
）
唐
楽
・
高
麗
楽
は
、
と
も
に
大
陸
系
の
渡
来
楽
を
土
台
と
し
、
舞
を
伴

う
も
の
を
舞
楽
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
管
絃
と
呼
び
分
け
る
場
合
も
あ

る
が
、
原
則
歌
を
伴
わ
ず
、
演
奏
が
主
体
の
器
楽
曲
を
い
う
。
か
つ
て

は
唱
歌
を
伴
う
場
合
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
舞
楽
に
は
、
「
詠
」
と

よ
ば
れ
る
詩
歌
の
朗
唱
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
し

な
い
。

（
８
）
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
。
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
「
催
馬
楽
雑
考
」
「
日
本
文
学
誌
要
」

第
Ⅶ
号
、
二
○
○
五
・
一
一
「
七
二
～
七
四
頁

（
９
）
平
安
時
代
の
あ
る
時
期
か
ら
、
催
馬
楽
の
呂
歌
は
双
調
（
主
音
ｇ
）
、

律
歌
は
平
調
（
主
音
ｅ
）
に
固
定
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
の
催
馬
楽

曲
と
同
音
の
唐
楽
・
高
麗
楽
と
の
関
係
は
、
呂
歌
（
９
）
と
壱
越
調
（
ｄ
）
、

律
歌
（
ｅ
）
と
黄
鐘
調
（
ａ
）
な
ど
、
催
馬
楽
と
は
必
ず
異
な
る
調
の

曲
と
対
応
し
て
い
る
。
中
に
は
呂
（
長
音
階
に
近
い
）
と
律
（
短
音
階

に
近
い
）
と
を
ま
た
ぐ
同
音
関
係
も
あ
る
【
葛
城
〉
（
呂
・
双
調
＆

と
〈
榎
葉
井
〉
（
律
・
黄
鐘
調
ａ
）
な
ど
）
。

（
、
）
『
日
本
古
典
文
学
大
系
別
古
今
著
聞
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
、

二
○
○
頁

（
、
）
大
宮
右
大
臣
は
藤
原
俊
家
（
一
○
一
九
～
八
二
）
で
、
父
頼
宗
（
九
九

三
～
一
○
六
五
）
よ
り
藤
家
流
催
馬
楽
の
相
承
を
受
け
て
い
る
。
傍
書

に
『
龍
吟
（
鴫
）
抄
」
の
説
と
し
て
、
「
堀
河
右
府
頼
宗
也
」
と
し
て

い
る
が
、
大
神
基
政
「
龍
鳴
抄
』
で
は
確
認
で
き
な
い
二
群
書
類
従
」

第
十
九
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
’
九
三
一
一
）
。

豆
）
多
政
方
（
～
一
○
四
五
）
は
宮
廷
に
勤
仕
す
る
地
下
楽
人
で
あ
る
。
「
絲

竹
口
伝
』
に
も
類
話
が
あ
る
。
一
方
「
教
訓
抄
」
巻
第
五
、
高
麗
双
調

〈
地
久
〉
項
で
は
、
藤
原
公
任
（
九
六
六
～
一
○
四
二
が
〈
桜
人
〉

を
歌
い
、
〈
地
久
〉
破
を
舞
っ
た
の
は
、
多
政
方
の
男
、
多
政
資
二

○
○
四
～
七
七
）
で
あ
っ
た
【
蓑
山
〉
お
よ
び
〈
地
久
〉
急
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
い
）
。
「
俊
家
ｌ
政
方
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、
政
方

卒
去
の
時
俊
家
は
二
七
歳
で
、
「
古
今
著
聞
集
」
の
「
大
宮
右
大
臣
殿

上
人
の
時
」
、
「
絲
竹
口
伝
」
の
「
俊
家
若
ク
オ
ハ
シ
ケ
ル
時
」
に
合
致

す
る
。
一
方
「
公
任
ｌ
政
資
」
の
組
み
合
わ
せ
な
ら
ば
、
公
任
が
既
に

極
官
（
正
二
位
権
大
納
言
）
に
達
し
て
い
た
頃
の
話
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
公
任
は
源
時
仲
よ
り
源
家
流
催
馬
楽
の
相
伝
を
受
け
て
い
る
の
で
、
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源
藤
の
流
に
よ
っ
て
言
い
伝
え
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

「
燈
源
紗
」
は
両
説
併
載
．
ｌ
「
教
訓
抄
」
は
「
日
本
思
想
大
系
羽

古
代
中
世
芸
術
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
、
一
○
一
一
一
～
四
頁
）
、
『
絲

竹
口
伝
」
は
『
群
書
類
従
」
第
四
輯
（
二
五
六
頁
）
、
『
鐙
源
紗
』
は
正

宗
敦
夫
『
魑
源
紗
３
』
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
一
一
一
、
一
○

四
六
頁
）
、
催
馬
楽
の
相
承
に
つ
い
て
は
、
福
島
和
夫
「
〔
音
楽
相
承
系

図
集
〕
考
付
翻
刻
」
、
Ｓ
日
本
音
楽
史
研
究
」
第
一
号
、
一
九
九
六
、

九
八
～
九
九
頁
）
を
参
照
。

（
田
）
「
催
馬
楽
の
「
同
音
」
を
定
義
す
る
’
二
重
の
同
音
性
を
明
ら
か
に

す
る
」
（
二
○
二
年
一
月
）

（
Ⅲ
）
林
謙
三
「
催
馬
楽
に
お
け
る
拍
子
と
歌
詞
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
「
奈

良
学
芸
大
学
紀
要
」
八
巻
一
号
、
一
九
五
九
・
二
、
一
三
’
一
四
頁
（
再
録
、

東
洋
音
楽
選
書
十
『
雅
楽
ｌ
古
楽
譜
の
解
読
‐
」
東
洋
音
楽
学
会
一
九

六
九
、
四
六
一
～
五
○
七
頁
、
奈
良
大
学
学
術
研
究
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
も

公
開
さ
れ
て
い
る
。
亘
日
へ
ヘ
ロ
の
胃
自
自
四
‐
①
目
・
口
８
℃
へ
豆
厨
司
の
四
目
へ
］
Ｃ
］
ｓ

へ
金
孟
へ
】
ア
ク
セ
ス
日
二
○
一
三
年
四
月
一
一
一
○
日
）

（
猫
）
同
右
、
四
頁

（
刑
）
唐
楽
演
奏
記
録
の
初
出
は
、
『
続
日
本
紀
」
大
宝
二
年
（
七
○
二
）
、
「
奏
二

五
帝
太
平
楽
一
」
と
あ
る
ｓ
日
本
書
紀
」
）
。
高
麗
楽
演
奏
記
録
の
初
出

は
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
二
年
（
六
八
三
）
「
奏
二
小
墾
田
舞
、
及

高
麗
・
百
済
・
新
羅
三
国
楽
、
於
庭
中
一
」
と
見
え
る
Ｓ
続
日
本
紀
』
）
。

（
Ⅳ
）
『
教
訓
抄
」
『
日
本
思
想
大
系
別
古
代
中
世
芸
術
論
」
岩
波
書
店
、
’

九
七
三
、
『
続
教
訓
抄
』
『
復
刻
日
本
古
典
全
集
続
教
訓
抄
』
現
代
思

潮
社
、
一
九
七
七
、
『
髄
源
紗
」
「
復
刻
日
本
古
典
全
集
艦
源
紗
三
」

現
代
思
潮
社
、
一
九
七
八
。

（
ご
『
篭
源
紗
」
巻
十
ノ
中
に
は
「
〈
美
作
》
呂
歌
、
〈
美
作
〉
歌
振
ハ
柳
花

苑
二
合
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
ョ
テ
面
白
キ
也
・
上
古
催
馬
楽
ヲ
モ
テ
楽
ヲ
作

ル
者
流
例
也
。
」
と
あ
る
二
部
書
き
下
し
）
。
催
馬
楽
か
ら
唐
楽
・
高

麗
楽
が
作
ら
れ
た
、
と
す
る
説
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
岨
）
記
録
に
よ
れ
ば
、
延
喜
天
皇
の
時
代
に
、
藤
原
忠
房
が
笛
譜
を
作
り
、

源
信
明
（
源
博
雅
男
）
が
筆
・
琵
琶
の
譜
を
作
っ
た
ｓ
胡
琴
教
録
』
、

『
文
机
談
」
）
と
い
う
。
ま
た
、
呂
律
の
二
分
類
は
、
源
雅
信
に
よ
っ
て

整
え
ら
れ
た
（
『
奥
義
抄
」
、
「
袖
中
抄
」
）
と
い
う
．
ｌ
「
胡
琴
教
録
」

は
『
群
書
類
従
』
第
十
九
輯
（
二
四
頁
）
、
『
文
机
談
』
は
岩
佐
美
代

子
『
文
机
談
全
注
釈
」
（
笠
間
書
院
、
二
○
○
七
、
六
九
頁
、
一
九
一

頁
）
、
「
奥
義
抄
』
は
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
一
巻
（
風
間
書
房
、
一
九

五
七
、
三
六
一
頁
）
、
「
袖
中
抄
』
は
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重

典
籍
叢
書
」
文
学
編
第
十
二
巻
〈
歌
学
書
二
（
臨
川
書
店
、
一
九
九

九
、
一
七
七
頁
）
。

（
別
）
法
政
大
学
国
文
学
会
で
行
っ
た
研
究
発
表
「
催
馬
楽
成
立
研
究
の
可
能

性
’
二
重
の
同
音
性
と
替
え
歌
を
手
が
か
り
に
」
（
二
○
一
一
・
七
）

で
は
、
「
原
歌
謡
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
が
、
何
か
特
定
の
歌
謡
ジ

ャ
ン
ル
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
詞
章
母
体
、
あ
る
い
は

旋
律
母
体
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
語
弊
を
避
け

る
た
め
に
、
「
原
歌
謡
群
」
と
呼
び
か
え
て
い
る
。
左
注
も
参
照
。

（
Ⅲ
）
右
の
発
表
よ
り
も
以
前
に
、
永
池
健
二
「
広
井
女
王
「
催
馬
楽
歌
」
存

疑
ｌ
催
馬
楽
歌
考
序
説
（
ご
」
『
日
本
歌
謡
研
究
Ｉ
現
在
と
展
望
」
（
和

泉
書
院
、
一
九
九
四
、
一
四
三
～
六
○
頁
）
が
、
「
原
催
馬
楽
」
と
い

う
概
念
を
打
ち
立
て
て
い
た
。
「
日
本
三
代
実
録
』
記
事
の
「
催
馬
楽

歌
」
を
、
御
遊
成
立
期
以
降
の
「
雅
楽
催
馬
楽
」
と
区
別
し
、
「
原
催

2４
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馬
楽
」
、
「
原
催
馬
楽
歌
謡
群
」
な
ど
と
呼
称
し
て
い
る
。
永
池
は
「
原

催
馬
楽
」
の
例
と
し
て
「
琴
歌
」
「
絃
歌
」
「
古
歌
」
「
風
俗
歌
」
「
前
張

歌
」
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
本
モ
デ
ル
の
提
唱
が
（
同
音
と
い
う
観

点
を
含
ま
な
い
に
し
て
も
）
、
先
に
永
池
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
、
謝
罪
と
自
省
の
意
を
こ
め
て
、
こ
こ
に
注
記
し
て
お
く
。

（
堅
く
葛
城
〉
と
〈
榎
葉
井
〉
の
同
音
関
係
、
お
よ
び
そ
の
成
立
事
情
に
関
し

て
は
、
堀
部
麻
衣
子
「
催
馬
楽
〈
葛
城
〉
老
」
Ｓ
日
本
文
学
誌
要
」
第

Ｍ
号
、
二
○
一
一
・
三
、
五
六
～
七
一
一
一
頁
）
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
。

（
型
本
稿
の
催
馬
楽
の
詞
章
は
、
鍋
島
報
效
会
徴
古
館
蔵
『
催
馬
楽
』
を
翻

刻
し
、
私
に
用
字
を
整
え
た
も
の
で
あ
る

（
皿
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
巧
続
日
本
紀
四
』
岩
波
書
店
、
一
九
九

五
、
三
○
八
～
九
頁
、
光
仁
天
皇
即
位
前
紀
。

（
閉
）
『
日
本
霊
異
記
」
下
巻
第
三
十
八
ｓ
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
」
小

学
館
、
一
九
九
五
、
三
五
一
～
六
六
頁
）
、
「
災
と
善
と
の
表
相
先
づ
現

れ
て
、
而
る
後
に
其
の
災
と
善
と
の
答
を
被
り
し
縁
」
に
、
「
勝
宝
応

真
大
上
天
皇
（
聖
武
天
皇
）
の
み
代
に
、
天
の
下
挙
り
て
歌
味
ひ
て
言

ひ
し
ぐ
」
と
し
て
、
「
朝
日
刺
豊
浦
寺
西
有
耶
、
押
天
耶
、
桜
井
ホ
、

押
天
耶
、
押
天
耶
、
桜
井
ホ
、
白
玉
磯
著
耶
、
吉
玉
磯
著
耶
、
押
天
耶
、

押
天
耶
、
然
而
者
、
国
曽
栄
、
我
家
曽
栄
耶
、
押
天
耶
」
と
あ
る
。
若

干
詞
章
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
歌
味
の
時
代
と
し
て
聖
武
朝
を
想
定
し

て
お
り
、
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
『
続
日
本
紀
」
、
「
日
本
霊
異
記
』
と

も
、
「
榎
葉
井
」
で
は
な
く
「
桜
井
」
と
す
る
あ
た
り
、
注
意
が
必
要

か
。

（
別
）
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５
古
今
和
歌
集
」
岩
波
書
店
、
一
九
八
九

（
〃
）
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
。
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
「
蘇
る
平
安
の
音
」
神
野
藤
昭
夫
・
多

忠
輝
『
越
境
す
る
雅
楽
文
化
」
書
騨
フ
ロ
ー
ラ
、
二
○
○
九
、
一
二
六
頁

（
翌
「
御
遊
抄
」
『
続
群
書
類
従
」
第
一
九
輯
上
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

九
二
七
、
｜
～
一
五
二
頁

（
別
）
ネ
ル
ソ
ン
（
二
○
○
九
）
、
前
掲
。
ま
た
、
拙
稿
「
催
馬
楽
諸
楽
譜
に

お
け
る
曲
の
配
列
に
つ
い
て
ｌ
同
音
「
〈
更
衣
〉
グ
ル
ー
プ
」
の
検

討
に
よ
る
文
・
史
・
音
研
究
合
流
の
試
み
」
ｓ
日
本
歌
謡
研
究
」
肥
、

二
○
一
二
・
二
、
五
一
～
六
七
頁
）
に
も
考
察
が
あ
る
。

（
辺
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
Ⅲ
う
つ
ほ
物
語
」
小
学
館
、
一
九
九
九
、

四
七
一
頁

（
釦
）
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
Ｅ
平
中
物
語
」
小
学
館
、
一
九
九
四
、

四
九
八
頁

（
犯
）
「
甲
斐
歌
」
の
名
は
、
『
土
佐
日
記
」
に
も
見
え
る
。
鍋
島
報
效
会
徴
古

館
蔵
〔
東
遊
歌
図
風
俗
〕
に
は
二
首
、
「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も
見
し

け
も
れ

か
ヤ
心
な
く
心
な
く
横
ほ
り
た
て
る
さ
や
の
中
山
」
、
「
甲
斐
が
嶺
に
白

ふ
く

き
は
雪
か
ャ
い
な
を
ざ
の
甲
斐
の
裏
衣
ャ
晒
す
手
作
り
ャ
さ
ら
す
手
作

り
、
『
承
徳
本
古
謡
集
』
に
短
歌
形
式
で
二
首
「
甲
斐
人
の
嫁
に
は
な

ら
じ
事
か
ら
し
甲
斐
の
御
坂
を
夜
や
越
ゆ
ら
む
」
「
甲
斐
が
嶺
の
さ
よ

も
見
し
よ
心
な
く
横
ば
し
り
せ
る
さ
や
の
中
山
」
、
『
古
今
和
歌
集
』
巻

第
二
十
二
○
九
七
）
に
も
、
短
歌
形
式
で
「
甲
斐
が
嶺
を
さ
や
に
も

見
し
か
け
贄
れ
な
く
横
ほ
り
伏
せ
る
苔
や
の
中
山
」
と
あ
る
．
Ｉ
〔
東

遊
歌
図
風
俗
〕
は
、
飯
島
一
彦
、
富
田
紘
次
「
解
題
・
翻
刻
鍋
島
家
本

『
東
遊
風
俗
歌
』
（
『
梁
塵
研
究
と
資
料
」
別
、
二
○
一
二
・
一
二
）
」
の

本
文
を
基
に
独
自
に
解
釈
し
た
も
の
、
『
承
徳
本
古
謡
集
」
は
「
日
本

古
典
文
学
大
系
３
古
代
歌
謡
集
」
（
小
学
館
、
一
九
九
四
、
四
九
八

頁
）
、
『
古
今
和
歌
集
」
は
前
掲
。
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付
記
本
稿
は
二
○
一
一
年
度
法
政
大
学
国
文
学
会
大
会
（
二
○
一
一
年
七
月

九
日
、
於
法
政
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
全
体
に
渡
っ

て
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際
し
て
貴
重
な
ご
教
示
を

賜
っ
た
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
る
。
な
お
加
筆
・
修
正
に
際
し

て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（
Ｄ
Ｃ
２
）
と
し
て
、
平
成
二

四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
を
受
け
て
の
研

究
成
果
を
含
む
。

〆￣、グー、

３４３３
，－〆、－〆

前
掲
。

宮
崎
め
ぐ
み
「
催
馬
楽
〈
鷹
山
》
・
〈
此
殿
〉
グ
ル
ー
プ
と
唐
楽
〈
西

王
楽
〉
の
成
立
に
つ
い
て
’
二
重
の
同
音
性
が
物
語
る
こ
と
」
『
日
本

文
学
誌
要
」
第
開
号
、
二
○
一
二
・
七
、
一
○
二
～
二
○
頁
。

（
も
と
づ
か
わ
た
る
．
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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【資料Ａ】
〈地久〉破・《桜人》同音比較譜（に五要録」による）
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【資料Ｂ】《安名尊》《新年》《梅之枝》同音比較譜（｢三五要録』による）
……旋律ill造不一致箇所
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百
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ク ヒスヤ ハルカケ プ

百
Ｖ

＝弓一ﾆニニーーー＝￣＝

ハレ

百 由

【一致率】99.1％
ハレ

(三段合計）
百 由

■■

■■I■万一一一一|■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ｒ￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■|■■■■■■■■Ｕ■■■■■I■■■■■■■■■｜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■￣I■■■■■■■■■｜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣】■■■■■■■■■■■■■■■■■

「】．

【資料ｃ】
《更衣》グループ旋律構成比較（｢三五要録」による）

（蕊蕊…独立旋律部）

１２３４５６７８９

《大芹》拍子3４
１０Ｈ２，３０３１３２３３３４一 一ｍ

’

1２２８ 甲F￣色=是゛己一●－口■⑧-_

繍韓騨辮鶴繍鐇

２３４５６７８９
《茂水圏》拍子２１

IＯＩｌｌ５１６１７１８１９２０２１

，，苧'１蕊､…fi農1'1…iiii鋼ｌＯＩＩｌ２１３１４１５
《刺櫛》拍子15-ﾄｰｰｰｰｰｰ

6．

２３４５６ 1０１１1２１３１４１５
《麗子)拍子1５

7-G|,蕊謹…蕊墨1驫蕊…蕊劉
６７８９２３４５ ｌＯｌｌｌ２１３

《逢路)拍子１３

《道ロ》拍子１３

《更衣》拍子１３

《何為》拍子1３

２３４５６７８９１０１１1２１３

２３４５６７８９１０１１１２1３

２３４５６７８９1０１１１２１３

2８

冑＝￣へ百

翌日調二三日＝Ｅ臣王野=＝Ｅ串望ま主＝国王＝串一白三辱誼昌臨王主
￣￣￣－Ｊ

フトサヤ

百二－一
－－へ
＞－＞ニヘ１戸￣～＝－－＿

￣ 〃

イ

￣￣一日

＝シヘモ

百一ＱＯ－－＿－－－＿

＝剛＝Ｅ匡岸岸
■■■■■■■■

I■■■■■■

■■■■■■主匡聖弄ヨーＥ＝岸巨=侘侘に三巨珪王舜＝■
■■■■■■■■■

---■ 三日三辱誼昌已=崗侘岸
~￣

〆＝ヤ
ー

ユグ

百一＝－－＿ 8－￣

－－－－ 〃

力
－－－－戸ｑ

クシコソ

宵一一一一一

塾匡年EＥ＝＝Ｅ臣EE王巨聿聿=三E孟辛三臣ヨ三澤野＝■＝皀白壬霊這三Ｅ弓Eﾖ巨主
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